
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 第２回 学校運営協議会では授業の様子を見学しました 
 

学校運営協議会では学校運営の観点から、年に数回ほど授業の見学をします。 

委員の皆さんは自身の頃の授業の様子と比較したりして、教員の教え方や現代の授業ツール、今の子ど

もたちの授業態度、学校運営の問題点などを協議しました。 

※学校運営協議会には守秘義務があるため、協議した個人情報等の内容を口外いたしません。 

 
 

学校運営協議会とは 

立川市立小・中学校には、各校に「学校運営協議会」が

設置されています。学校運営協議会を通じて、学校が地域

の皆さんなどと、教育のビジョンを共有し、地域が一体と

なって子どもたちを育成する「地域とともにある学校づく

り」を推進しています。 

 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度） 

コミュニティ・スクールは、学校と保護者や地域の皆さ

んがともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させる

ことで、一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え

「地域とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法

第 47条の 5）に基づいた仕組みです。 

 

 

協 議 事 項 
 

【学校運営について】 

2学期に入っての学校の様子と、今年度と来年度の学校運営の状況について説明を受けました。また、

児童数の多い西砂小ならではの良さについて、今後さらに児童数が増加する見込みがあることについてな

ど、学校運営の計画を確認しました。 

 

【委員懇談】 

授業参観後の意見交換では、「職員は足りているのか」「教室の老朽化について」「防犯面の対策」

「学習目標をもって取り組む教育体制について」「児童の発信力とサポート」など、多岐にわたり協議し

ました。 

図書の教科を参観した委員より、「読書をたくさんしてほしい。『言葉を知る』『言葉のニュアンス・

感覚』を養うために読書の力を使ってほしい」、また「大人になっても小学生の知識をもとに活躍してほ

しい」との意見がありました。西砂小学校でも読書・図書に親しんでもらうためのきっかけづくりを、図

書司書や保護者のボランティアの協力のもと、朝の時間や休み時間を利用し、居心地の良い空間づくり

や、本棚のレイアウトの工夫など、学校運営としても取り組まれていました。 

 

 

 

～「学校を核とした地域づくり」コミュニティ・スクールを推進し、地域の創生を実現していく～ 

 

立川西砂小学校 学校運営協議会だより 

 

令和 5年度 第２号 (2023年１０月 発行) 

 



 

令和 5 年度 第２回 学校運営協議会 概要 

 

日時 令和５年９月２５日（月）１３：１５～１５：１５ 

会場 西砂小学校 

資料 令和 5 年度 第２回 学校運営協議会 会議次第 

 

1． 挨拶 

 

2．授業参観  

 

3．意見交換 

 

4．今後のスケジュール 

令和５年１１月１７日（金）１５：３０から 


